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論 文 内 容 の 要 旨 
 浦千里氏の博士（文学）の学位請求論文『シェイクスピア作品における「詩人」と「詩」
の概念の変遷』は、シェイクスピア作品、とくに『ソネット集』を取り上げ、「詩人」と「詩」
の概念について、いくつかの文学批評を用いて分析したものである。このような分析を通
じて、シェイクスピア作品が内包する「ペルソナ」や「カメレオン」といった詩人像の持
つ諸問題について検討し、シェイクスピアが想定した「詩人」と「詩」の概念を考察して
いる。また、こうした概念の変遷は、シェイクスピア以降の作家や詩人に影響を与え、翻
って今日のシェイクスピア評価へとつながっていることを指摘する。 
 論文は 5 章から成り、以下の通りである。 
 
序章 
第 1 章 「詩人」と「詩」の概念の変遷  
第 2 章 シェイクスピアが描く詩人のペルソナ  
第 3 章 花と色による「詩人」と「詩」の表象  
第 4 章 『ソネット集』の仮構性・真実性  
第 5 章 シェイクスピアが考える戯曲作品の中の詩人像 
結章 
引証・参考文献  
初出一覧 
 
各章の概要を説明する。 
序章では、エリザベス朝の人文学の勃興を契機として、詩人や批評家がギリシャ・ロー
マの古典的伝統を基に詩人論・詩論を展開したことに言及した。シェイクスピア作品に散
見する語彙「詩人」・「詩」の使用頻度の変化、「詩人」・「詩」の描き方の変化に着目した。 
第 1 章では、古代ギリシャ・ローマ時代を経て現代に至る「詩人」と「詩」の概念の変
遷と、シェイクスピアが与えた影響について、各時代の代表的哲学者・文芸批評家・詩人
の詩論等について言及した。 
第 2 章では、『ソネット集』の語り手である詩人の心理を分析した。『ソネット集』が書
かれた時代背景をまとめ、シェイクスピア作品を分析した。精神分析学で用いられる「自
我」、「コンプレックス」、「ペルソナ」を論拠として、全作品中の語彙「詩人」・「詩」の使
用頻度を提示した。そして、『ソネット集』の中の 3 編（32・29・78 番）を取り上げて検討
した。 
第 3 章では、『ソネット集』の中のシンボルである「バラ」と「黄色」に焦点を当てた。
「バラ」と「黄色」の表象について述べたうえで、「バラ」が、美貌の青年だけでなく、語
り手を表象していることを検証した。 
第 4 章では、コーパスの統計的計量分析を採用した研究方法により、使用されている知
覚動詞・認識動詞の語彙頻度を手掛かりとした『ソネット集』の感情の表出の仮構性・真
実性を検証した。 
第 5 章では、シェイクスピアの戯曲作品中に出てくる「詩人」が「揶揄を含意されない
一般的な詩人像」として描かれているか、「揶揄を含意される詩人像」として描かれている
か、あるいは「理想の詩人像」として描かれているかの検証を行った。 
以上 5 章をふまえて、結章では、シェイクスピア作品に見られる「詩人」と「詩」の概念
の変化が、シェイクスピア以降の作家や詩人に影響を与え、今日のシェイクスピア評価へと
つながっていることを総括した。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文は、シェイクスピア作品中に出てくる「詩人」や「詩」を語彙として捉えつつ、
そのコンテクストを掘り下げながら、シェイクスピア特有の「詩人」と「詩」の概念を把
握しようとしたものである。精神分析批評、コーパス分析、等々の批評論を応用して、作
品を分析し、シェイクスピア作品が内包する「詩人像」について検討している。 
序章と第 1 章では、「詩人」と「詩」の概念の変遷を、通史的に概観してまとめている。
ギリシャ・ローマの古典文学では、プラトンの『パイドロス』と『国家』、アリストテレス
の『詩学』、ホラーティウスの『詩論』を取り上げ、エリザベス朝文学では、シドニーの『詩
の弁護』、パットナムの『英詩の技法』、ウィルソンの『修辞学の技術』を取り上げた。シ
ェイクスピア以降の文学では、ドライデンの『劇詩論』、ポープの『批評論』、シェリーの
『詩の弁護』、キーツの『書簡集』、エリオットの『詩における三つの声』を取り上げた。
そして、いわゆる「ペルソナ」によって描かれ、多様な意味を含んだシェイクスピア作品
の中の「詩人」と「詩」には、古典的な概念があてはまらないことに注目している。 
第 2 章では、精神分析批評を用いて、作品中に見られる「優越感コンプレックス」と「劣
等コンプレックス」のせめぎ合いを読み取った。また、語り手の詩人からライバル詩人へ
の攻撃は、語り手の詩人が身の安定を図るための「自我防衛機制」であったと解釈する。
用語の訳語に引きずられたのか、「ペルソナ」と「自我」の理解、そして「自己」と「自我」
の区別等に難がみられたものの、作品を自我防衛の手段として利用したという解釈には、
いくぶん興味深い点がみられる。 
第 3 章では、イメージやシンボルを用いた方法で、『ソネット集』の中の「バラ」と「黄
色」に着目し、これらの象徴するのが美貌の青年だけでなく、語り手である詩人でもある、
と指摘した。語り手の詩人が「バラ」を青年への賛美に使う目的は、「バラ」の持つ肯定的・
否定的意味の両義性にある。つまり、「バラ」の有する否定的含意により、肯定的含意であ
る青年への賛美と同時に、青年の内面と外面の変化への非難を間接的に示すのである。一
方「黄色」は、青年の容姿が衰える過程の喩えであり、同時に衰えの要因である「時」の
力に対する語り手の詩人の無力感であり自負である。その自負は、ソネット 17 番の“yellow”
によって提示されている。象徴としての「バラ」は論じられて久しいものの、黄色との組
み合わせについては、新しい見解の契機となりうるかと思われる。 
第 4 章では、コーパスの統計的計量分析を採用した研究方法を採用したものであり、文
学の分野では比較的新しい手法といえる。第 2 節では、「コーパス言語学によるアプローチ」、
「知覚と認識によるアプローチ」、「「詩人」の言葉と登場人物の言葉によるアプローチ」
を主題とした研究を取り上げ、先行研究をおさえている。第 3 節「知覚動詞・認識動詞の
調査と分析方法」では、『ソネット集』がシェイクスピアの主観を排した仮構的物語である、
という仮説を提示した。そして、使用されている知覚動詞・認識動詞の語彙頻度を手掛か
りとし、『ソネット集』の感情表出の仮構性・真実性を検証した。第 4 節「調査結果」では、
『ソネット集』が仮構的物語である可能性と共に、真実の愛の定義とライバル詩人の描写
において度々取り上げられている「詩」の定義が、シェイクスピアの現実世界に対する感
情の表出とその認識を反映している可能性を明らかにした。 
第 5 章では、戯曲作品中に出てくる「詩人」（“poet”）を取り上げ、１．揶揄を含意され
ない一般的な詩人像、２．揶揄を含意される詩人像、３．理想の詩人像、に分類した。揶
揄とわかる台詞や、“feigned”“saucy”などの語彙、または文脈による深意などから判断し
て、分類がなされている。第 1 節では、“poet”と“rhymer”について辞書の定義を取り上
げ、区別を行った。第 2 節では、戯曲作品中の詩人についての先行研究をまとめた。「揶揄
を含意されない一般的な詩人像」として、『アントニーとクレオパトラ』の中の「詩人」を
取り上げた。「揶揄を含意される詩人像」については、悲劇『アテネのタイモン』のタイモ
ン、『ハムレット』の「ライバル詩人」、『ジュリアス・シーザー』の詩人シナ、『お気に召
すまま』では語彙“feigned”によって、『アントニオとクレオパトラ』では語彙“saucy”に
よって、それぞれの詩人が揶揄を含意される詩人として描かれていることを指摘した。「理
想の詩人像」については、『夏の夜の夢』、『ヴェローナの二紳士』、『タイタス・アンドロニ
カス』を取り上げている。このように「詩人」にまつわる語彙や表現を集めて分類する際、
欲を言えば、第４章で用いたコーパスを援用して分析したうえで、『ソネット集』と戯曲作
品中の「詩人像」の相違についてさらに文学的に論じる余地があったのではないか。 
以上をまとめると、本論文全体を通じて明らかになるのは、シェイクスピア作品に散見
する語彙「詩人」・「詩」の使用にまつわる変化である。喜劇作品から悲劇作品、そしてロ
マンス劇へと移行すると共に、語彙の使用頻度に減少が見られる。同時に、シェイクスピ
ア作品中の「詩人」と「詩」の描き方にも変化が見られる。喜劇作品から悲劇作品、そし
てロマンス劇へと移行するにつれ、描かれる詩人像が一般的なものや賞賛を帯びたものか
ら揶揄を含意されるものへと変化していく。このように、いくつかの批評方法によりシェ
イクスピア作品をテクスト分析すると、その「詩人」と「詩」の概念の変遷に、シェイク
スピア独自の詩人像が内在していることが認められる。 
シェイクスピア研究には膨大な先行研究と参考文献があり、それらを網羅しながら独自
の論点を見出していくことは難しい。邦訳もしかりで、数々の名訳を参照しながら試訳を
添えるのは至難の業である。本論文はあえて試訳にはこだわらず、むしろコーパス等の英
語学的見地からテクストを分析対象として再解釈し、新しい論点を提起している。一方、
第 2 章・第 3 章は従来の文学批評論に依拠するあまり、「詩人」と「詩」の概念の問題を追
求できておらず、論文全体の一貫性を欠いている印象は否めない。しかしながら、時間を
かけてこのテーマに取り組み、難解なシェイクスピア作品を粘り強く分析した浦氏の努力
は評価に値する。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
